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(6) 関東農政局計画部 (1977):長野県水理地質図説明書

(7) 関東農政局 (1978):農業用地下水利用の現状，地下水利用実態調査報告書

9. 松本盆地

(1) 地形・地質

松本盆地は，飛騨山脈(日本アノレ7・ス〉と中山山地に挟まれたフォッサマグナに沿って形成され

た構造性盆地で，長さおよそ 48km，平均幅 10km，およそ 480km
2の面積を占め，南北に細長

安曇村

}L #U 

医~山地
区ヨ 梨ノ木篠層分布域

国片立 ・赤木山商

区ヨ 中山商

凹E波間前(H)
Eヨ 最低位段丘面(M)
仁コ沖積面(p)
医ヨ 扇状地面

「、、

図 2-3-78 松本盆地地形区分図

四賀村
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〉
/ 

f 

l悶谷1'11
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1 5 km 

口 1 回 8
I ~ 0 ~12 冨 9

図 3 囚 10
園 4 目 11
Eヨ5 日 12
図 6 図 13

巴ヨ7 ~ヨ 14

1・沖積層 2 森口磯府およびその相当府 3 波間磯庖.4 : 1:1'山泥炭jB，
5 :赤木山篠思 ・片丘磯府 6 梨ノ木磯屑 7 塩f，J~累庖 . 8:閃緑岩類，
9 :新第三系.10:木崎岩(溶結凝灰岩手頁).11 中生界.12:花柄岩類.13:古
生界.14 断層(破線は推定断層)

l習2-3-79 松本盆地地質図

く展開している。

盆地における主な水系は，南から奈良井川，南西から梓川(動 11).北から高瀬川などがあり，

その流域面積は 2，300km2に達する。 これらの水系は，海抜 3，000m級の北アノレプスの山 kおよ

び 2，000m 級の中山山地の水を集め，盆地の中央，明科町で合し，犀川 となっ て北々東に向かつ

て盆地を流去している。この合流点の標高は 520m，金地の最高位段丘商〈梨ノ木面〉の標高は

840mである。

盆地の周縁部には，扇状地および段丘が良く発達している。 とくに，南部の波田町，山形村，

塩尻市一帯では，段丘地形が顕著であり，図 2-3-78に示すよう に， 6つの卓面が分級されている。
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表2-3-24 松本盆地の第四紀層序 (松本盆地図研， 1977) 

時 代 ローム 層 地 層 名

完新世

I I I I I I 
干:i~l 層

I I I I I I I I 
放任lローム層 最低位段丘堆積層

I I I I I I I I I I I I I I 
法四球層

小坂田ローム層

I I I I I I I I 
更新世 待[]1科書号 2浮石庖

中山泥炭層
維[1岳第 1浮石n'i

I I I I I J 片|王礁周 ・赤木山政層

梨/木ローム層
I 1_'-I 

I I I I I I 
梨ノ木礎層

先第四紀 基 盤岩努{

松本盆地の地質図を図 2-3-79に示す。

盆地の西側，3，000 m までの高さに吃立するアノレプスの山々のうちの北半分は，時代未詳のい

わゆる 日本アルプス型花樹岩に，南半分は不変成の中，古生層によって構成されている。盆地の

東側， 中山山地は第三紀の中信および北信層群に属する堆積岩が広大な分布を示している。

これらの基盤岩類を覆う第四紀周は，松本盆地図研 (1977)によると，表 2-3-24のよう に分類

される。

塩尻市梨ノ木を模式地とする梨ノ木J深層は，盆地内に発達する第四紀層として，最初の厚い水

成堆積層で，模式地では最上面の標高 840m，厚さ 30mのかなり淘汰の良い喋層である。 本層

は盆地の周縁を とり まくように分布し，盆地の中心に向かい 10度前後で傾斜している。

j十丘磯層は，塩尻市長畝付近にみられ，梨ノ木ローム層を挟在する厚さ 30mの淘汰不良の礁

周で，やはり 10度前後で傾く。本屈は盆地南縁部にしか分布しない。

赤木山1深層は松本市赤木山付ー近に分布する亜角礁を主体とする地層で，薄い泥炭層を挟むこと

がある。

中山泥炭層は松本市中山を模式地とする泥炭層，シノレト層などの細粒堆積物からなる地層であ

る。層厚は約 20mである。

波田磯層は中ないし大円礁を主体とする砂磯層である。本層は，標高 700m 前後の波図面をつ

くる段丘性土佐積層である。盆地南部に広く分布するが，梓川以北では西側に断片的にみられるだ

けとなる。

最低段丘堆積層は，波回段丘より一段低いいわゆる森口段丘や上海渡段丘をつくる更新世末期

の磯層を一括したものである。届厚は 10ないし 20mである。やや傾斜し，北縁部に広く分布

する。

沖積層は，盆地中央部の低地帯では，氾濫原堆積層として泥炭，シノレトなどの細粒物を挟み，

10ないし 30mの厚さで広く分布し， 有能帯水層をな している。
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誼 土

地層名
松本市における降水量は年平均 1，060mmと

少ない。積雪期間は年平均50日程度である。し

かし，松本盆地における降雨は，標高を増すに

従って多くなり，111地では年間 3，000mmを超

える。
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沖積層

σ〉 地 下 水
松本盆地の有能な帯水層は更新世の砂礁層で

ある。盆地の北部では，扇状地砂l深層が帯水層

の主体となっている。 南部では，波田磯層が採

水の主体をな している。

関東;農政局 (1977年〉では，松本芳川地点に

深さ 150111の調査観測l井を掘削し，コ アを採

取するとともに，倣古生物，重鉱物分析などの

詳細な層序解析を行った。図2-3-80に，この

調査井の柱状図を示す。

この調査井の層序を他の既設井と対比 して，

盆地南一部の帯水層の東西方向断面を 図2-3-81

に示す。

芳川調査井の深さ 20~50 111聞の帯水層の水

中山泥炭層 i 迎定数は透水量係数 430m2Jd， 透水係数 17

守

波間際屑

mJd，貯留係数 0人比湧出量 1，200m
3
JdJm で

ある。

浅井戸の比湧出量;は 100m
3JdJm未満から

6，000 m
3JdJm と広い分布を示す。最大頻度 は

200~500 m3JdJmである。盆地で最も数の多い

深さ 30~ 80 m の深井戸の最多頻度の比湧出量

は 1，000m3JdJm前後である。 80mを超す井戸

では，一般に 1，000m
3JdJm 未満の値となる。

松本盆地の地下水位は， おおむね 2 ~ 3 月 に

梨ノ木磯庖あるいは

赤木山・片丘務局

図2-3-80 農林水産省芳川観測井柱状図

最低となり， 7 ~ 9月に最高となる変動を示す。 水位の変動幅は大きく3 深井戸で 8~15 m に

達する。図 2-3-82に松本市芳川地点の観測記録を示す。

地下水位の分布は，梓川が盆地南部の有力な酒養河川であるため3 その北岸で地形面と斜交す

るほかは，ほぼ地形面に平行な分布を示している。水頭標高は，塩尻市で 700m，松本市で 600

m，虫科町で 550m，明;[，，1町で 500m程度となっている。

松本盆地の奈良井川および犀川沿岸の低地部は，かつて広く 自噴帯が形成されていた。このよ

うな自l噴帯では，rカマ」 と呼ばれる湧泉や浅井戸により，古く から地下水が利用 され，人々の

生活が支えられてきている。
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図2-3-81 松本盆地南部地区地質断面図

(東西断面〉

地

下

水

位

降

水

且

15 

20 

1982 

図2-3-82 地 下水位観 測記録図

このような伝統的な地下水利用の慣行は， 1960年代になってから農業地帯へ工場群や住宅団地

が入ってきて，これに伴う地下水利用の増大により，すっ かり破られてしまった。 1975年には，

松本市南部の「カマ」 は5月になっても湧水が始まらず，関係者は水源対策に奔走した。

関東農政局および、長野県が 1975年に調査したと ころによると門松本盆地の地下水利用施設

はおよそ 600カ所， 年間の地下水利用量はおよそ 7，000万 ln3に達している。この利用量は 1970

年のおよそ 1.5倍になっている。 また，地下水によりかんがいされている農地面積は，およそ

3，500 haである。

地下水利用の用途別，施設別の内訳を表 2-3-25に示す。
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表 2-3-25 松本盆地 の 地下水利用

(関東農政局 1975)

λj);1ζ L 業 工 言長 上 オt 通A 吾，-

量 i主且2 且広士主L J且ヨi:玄 〈千m3) (千m3) (千m3) (千m3)

浅 井 戸 168 8，175 11 

深 井戸 165 25，945 215 25，000 21 

その 千山 17 1，852 

計|羽|ぉ，972 1山 I 25，000 1ム|

(3) 地下水の資源量

180 179 8，355 

5，150 401 56，095 

17 1，852 

日 0-15971 6ふ302

関東農政局は，盆地南部地区の奈良井川流域(面積 630kmつについて，地表系および地下水系

を総合した水文収支解析を試みた(ヘ解析結果を表 2-3-26に示す。 この 3カ年の流域降水量の

平均を年間およそ 2，100mm，蒸発散孟を 680mmとする と，降水量の 27%，およそ 560mm

が奈良井川を通 して地表水として流出し， 40%の 840mmが地下水を酒養 していることが明ら

カ斗こなっている。

表2-3-26 松 本盆地南部 地 域の 水文収支

(関東山政局 1982) (単位 mm/年〉

， ， 土也
年 |降 水|蒸発散|土也表流出卜一一ー

| I I I溜養|流出|揚水
1978 1，714 662 J、2、3、 517 518 113 

1979 2，318 670 734 975 830 86 

1980 2，223 692 632 1，039 885 81 

平均 2，085 675 563 844 774 93 

100 40 ， 36 I 4 

この地下水酒養量は年間平均およそ 5.3億 msと豊富であり，約 1割の 0.6億 m
3
が揚水利用 さ

れ，残りの 4.7億 m3が流域外に流去している。

上記の解析の対象となった流域には，強力な福義河川である梓川が含まれていないが，梓川の

地下水滴養の潜在力あるいは金地西部の複合扇状地の酒養量を加えると，盆地全体の地下水の開

発余力はまだあるとみられる。

しかしながら，局所的には，既述のような障害が顕在化しており，現況の地下水利用施設の大

部分が低揚程ポンプに依存していることから，盆地における地下水の新規開発には慎重な配慮が

必要であるとされている。
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(7) 建設省 (1980):河川流iii;年表

10. 長野盆地・飯山盆地

(1) 地形・地質

長野県の北部を流れる信濃川の沿岸地域は，沖積地，扇状地，丘陵などの低地帯とその両側に

連なる 山地によって構成されている。

信濃川によって形成された沖積低地は，長野市付近で最も幅が広く ，llkmに達し，長野盆地

を形成する。 ここはまた善光寺平とも呼ばれている。飯山市にも幅の広い沖積地が発達する。こ

れらの沖積低地に沿って，小規模な洪積台地が散在する。

信濃川の両翼に広がる山地は，東側と西側とでは，地形，地質ともにやや様相が異なる。

東側の山地をみると，南部は中新世の地層からなる 1，200~ 1，3 00 m 程度の山地となっており，

図 2-3-83
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